
平成 27 年度 第 1 回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要旨 

【日 時】平成 27 年 4 月 14 日（火） 15：00～17:00 

【場 所】琉球大学医学部附属病院３階 がんセンター 

【参加者】 7 名：高橋 慶行（県立中部病院）、松野 和彦（那覇市立病院）、 

         又吉美奈子（沖縄県教育庁）、赤松 道成（北部地域医師会病院）、 

高江洲 要（沖縄県保健医療政策課）、大湾 盛治（患者の立場の者）、 

増田 昌人（琉大病院がんセンター） 

【欠席者】 3 名：長井 裕（琉大病院産婦人科）、奥平 忠寛（県立宮古病院）、 

山本 孝夫（県立八重山病院） 

【陪席者】  1 名： 井上 亜紀（琉大病院がんセンター） 

 

【報告事項】 

１. 平成 26 年度第 1回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要旨  

  資料 1に基づき、平成 26 年度第 1回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要 

旨が承認された。 

 

２．【施策 2】がん検診啓発活動(ポスターコンテスト)の企画・牛乳パック広告（宮平乳業）

について  

資料 2に基づき、高橋副部会長より、今年度も無償で牛乳パックの広告欄に、がん検 

診ポスターコンテストの受賞作品(アイディア賞)を掲載して頂くことになったとの報告が

あった。事務方より、4月初旬からこのデザインの牛乳パックが小売市場に出回っていると

の報告があった。 

 

３. 【施策 4】学校教育機関または PTA を媒体としたがん啓発活動について 

   資料 3に基づき、高橋副部会長より報告があり協議がなされた。 

①「がん教育」の講師名簿の作成、及び講師派遣  について、「がん教育」にかかわる 

子ども達向けの講演、出前授業などに対応できる医師名簿を作成し、教育庁保健体育課よ

り各学校へ周知を行うことが報告された。 

又吉委員より、別紙資料の「がん教育の在り方について（通知）」に基づき、がん対策推

進基本計画において、現行の学習指導要領にも「がん教育」が盛り込まれ、単元としての

「がん教育」はないが、健康教育の一貫として保健体育科の授業で行われるようになると

の報告があった。 

そこで、「がん教育」の講師となる医師の氏名を掲載することの了解を頂きたいとの提

案があったが、各拠点病院支援病院の部会員でもあるため快諾され、講師の手配、所属機

関の代表として調整役としてのご氏名の表記が承認された。教育庁保健体育課による調整

の上、リストに氏名の記載がある医師は各病院の調整役とする旨の注釈を入れることで、

部会での了承を得た。講義については、対象である児童生徒に「がんをもっと知ろう」教

材を基本に講話をしていただき、沖縄県の現状から○○がんが多い、だからがん検診を受

けようという専門家からの話しを授業の枠として 50 分、質疑応答を入れて講義自体の内容

は 30～40 分で講義をしていただくことが了承された。 

なお、赤松委員、高橋副部会長、松野副部会長より、小学生中学生高校生に話してはい

けないこと、がんの家族の子がいじめの対象にならないよう配慮することなど、「講義に

入れてはいけないポイント」も提示して頂きたいとの要望があった。 

 

②養護教諭 5年・10 年経験者研修｛平成 27 年 8 月 18 日(火)｝は、講師については昨年

と同様、がんセンター長の増田委員と琉大病院骨髄センター長の百名先生を講師として、



「がんの総論」、及び「小児がんについて」のテーマで、養護教諭 5年経験者研修会を行

うことが承認された。 

 

４．【施策 9】専門的病院におけるがん種毎の担当医の公開 

資料 4に基づき、高橋副部会長より、沖縄県がん診療連携協議会 HP に、専門的病院にお

けるがん種毎の担当医のリストを公開したので、ご活用いただきたいとの報告があった。 

 

５．平成 26 年度の事業計画の評価（最終）について  

    資料 5に基づき、高橋副部会長より、【施策 2】ポスターコンテスト、【施策 4】学 

校教育者向け研修会、【施策 7】ラジオ特別番組、【施策 8】一般向け講演者リストの 

更新及び公開、【施策 9】がん種毎担当医リスト作成および公開は 10 点とし、【施策 

1】メディアセミナー、【施策 3】学校 PTA 向け講演会、【施策 10】企業へのアンケー 

ト及び講演会、は未完了のため減点した。なお、【施策 5】教育指導者のための副読 

本の作成、【施策 5】離島での講演会、は未実施のため 0 点 ということが了承され 

た。 

 

６．その他 

(1)がんの教育・普及啓発 HP について 

資料 3に基づき、事務方より、がんの教材として、国立がんセンターのサイトにある小学校

健康教育資料『生活習慣病のひとつ がんのことをもっと知ろう』」のダウンロードが可能に

なったこと、教材希望の場合は発送可能になったことが周知された。また、国立がんセンター

より、協議会 HP にリンクを貼る許可を得たことが、報告された。 

 

(2)がんカルタの紹介 

参考資料に基づき、がんセンター井岡医師より、がん研究開発費(29-2)地域がん登録資料の

がん対策およびがん研究への活用に関する研究（主任研究者・井岡亜希子）によって制作され

た「がんカルタ」の紹介があった。大阪府の地域性を加味したがんカルタを活用した健康教育

を、府内の中学校高校の授業で行った事例報告もあった。教育庁保健体育科にて、沖縄県立与

勝緑ヶ丘中学校での「がんカルタ」を使った講演や授業を検討いただくことになった。 

 

【協議事項】 

１．平成 27 年度の部会委員、部会長、部会委員の選定について 

資料 6に基づき、高橋副部会長より、沖縄県の高江洲委員が新部会員として紹介され、 

部会長には前年度に引き続き、長井部会長にお願いしたいと全員一致の意見であった。副部

会長は、昨年度に引き続き、高橋副部会長と松野部会長に依頼することが了承された。 

 

２．平成 26 年度の行動計画について 

資料 7に基づき、昨年と同様に主担当が決定し、部会活動の中で、適宜、部会員の協力を

仰ぐことが了承された。★印は主担当、部会長に副担当をしていただくことで了承された。 

【施策１】★増田委員（メディアセミナー） 

【施策 2】★高橋副部会長（ポスターコンテスト） 

【施策 3】【施策 4】【施策 5】★又吉委員（学校教育機関・PTA へのがん啓発活動 1,2,3） 

【施策 6】★松野委員（がん啓発ラジオ番組） 

【施策 7】★増田委員（一般向け講演者リスト） 

【施策 8】★増田委員(がん種別の担当医リスト) 



【施策 9】★増田委員（企業向けのがん検診への理解） 

メディアセミナーは年１回、報道の動向を見ながら下半期に行う予定で沖縄タイムスの 

儀間さん（協議会有識者委員）にもご意見伺いながら進めること、ポスターコンテストは 

予算を 3拠点病院で分担して 11 月協議会で展示・12 月部会で審査・2月協議会で表彰の 

流れで進めること、ラジオ番組は例年同様 9月にがん征圧キャンペーン特別番組について 

ラジオ局と検討中であり、追ってラジオ番組側と検討し、詳細検討していくことで了承さ 

れた。一般向け講演者リスト、がん種別の担当医リストは引き続き今年度も更新を行い継 

続していくことで了承された。松野副部会長より、那覇市立病院で開催した「がんフォー 

ラム」でも医療者・社労士・企業の方の参加で先方に訪問して講演するなら是非来ていた 

だきたい等の話しがあり、企業側のニーズはあるが対応が出来ていない現状があるとの意 

見があった。全企業に情提供するのは難しいが、部会の中で検討しつつ部会で検討してい 

くことが了承された。 

 

３．平成 26 年度の予算について 

資料 8に基づき、経費内訳の確認が行われ、昨年度と同様に、【施策 2】がん検診啓発 

ポスターコンテストでのポスター印刷のように、各拠点病院での経費分担をするなど、協 

議の上、予算案が了承された。 

 

４．普及啓発部会に関する中間評価指標について 

 ①「がんの教育・普及啓発」について 

資料 9に基づき、井岡医師より、がん対策基本計画の中間評価について、普及啓発部会の分

野における「がんの教育・普及啓発」についての中間評価の指標についての提案があった。増

田委員より、5年後の目標（分野アウトカム）の中でアウトカム指標となるものの意見をいた

だきたいとの提案があり、部会案として、以下の【A:分野アウトカム】、及び【B:中間アウト

カム】が決定した。 

 【A:分野アウトカム】 

○一般市民が、がんに関する基本的な知識を持ち、がんになった時に適切な判断、行動す 

ることができる 

 【B:中間アウトカム】 

  ○中期目標（2 年）平成 26 年度までにメディア、教育機関、各自治体、企業を通じて、一

般市民ががんについての正しい情報を得られるような環境整備が整っている。 

  その他に、以下の意見があった。 

＜B:中間アウトカム（意見）＞ 

  ・がん患者さんが、自分の身の周りにいることが当たり前と思えるような社会の構築（松野

委員） 

 ＜個別指標・個別目標（意見）＞ 

  ・がん検診受診率 UP 



  ・早期がんの発見数（率）の UP 

  ・一般市民ががんに対する予防や検診、医療に関する正しい知識を身につける 

  ・学校教育・市町村・職場のターゲットで分ける→最終的には県民 

 ＜個別施策・個別指標（意見）＞ 

  ・ラジオ啓発番組 

  ・がん検診啓発ポスターコンテスト 

  ・小学校などでの「がん教育」→(指標)がんの授業を受けた子供がその学年の○%に達した 

  ・がん経験者による授業（他県での「命の授業」～島根・鳥取・香川・京都・鹿児島など） 

 

５．その他  

  (1)5/1 協議会での「学校におけるがん教育の在り方について（通知）」の周知 

  増田委員より、協議会には拠点病院支援病院などの病院長の参加があるので、「学校に 

おけるがん教育の在り方について（通知）」の周知について、5/1 の協議会当日、教育庁 

保健体育課から参加頂きお話しいただきたいとの提案があった。又吉委員より、教育庁と 

しては資料提供でお願いしたいが、課内に持ち帰ってから回答したいとの意見があった。 

 

６.   次回、第２回 普及啓発部会 開催日について  

第１候補日 ： 7月 28日(火)15:00～ 

第 2候補日 ： 7月 14日(火)15:00～ 

 

 


